
（
三
）
立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
／
文
学
科
日
本
文
学
専
修
設

立
六
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
の
開
催
に
つ
い
て

二
〇
一
六
年
は
、
立
教
大
学
文
学
部
に
日
本
文
学
科
が
設
立
さ
れ
て
か
ら

六
十
周
年
に
あ
た
る
年
で
あ
っ
た
。
去
る
六
月
に
開
催
さ
れ
た
日
本
文
学
科

／
日
本
文
学
専
修
設
立
六
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
石
川
巧
氏

が
本
欄
（
一
）
で
報
告
し
て
い
る
よ
う
に
近
代
・
現
代
文
学
を
中
心
と
し
た

企
画
で
あ
っ
た
が
、
十
一
月
五
日
（
土
）・
六
日
（
日
）
に
は
、
古
典
文
学

部
門
を
中
心
と
し
た
内
容
と
し
て
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
を
開
催
し
た
。

当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

立
教
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科

／
文
学
科
日
本
文
学
専
修
設
立
六
十
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
環
流
／
貫
流
す
る
日
本
文
学
―
―
十
七
世
紀
の
文
学
圏
―
―
」

主
催：

立
教
大
学
文
学
部
文
学
科
日
本
文
学
専
修

共
催：

立
教
大
学
日
本
文
学
会

日
時：

二
〇
一
六
年
十
一
月
五
日
（
土
）

十
三
時
三
十
分
〜
十
七
時
三
十
分

六
日
（
日
）
九
時
〜
十
八
時
三
十
分

会
場：

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
八
号
館
八
二
〇
一
教
室

第
一
日開

会
挨
拶
・
趣
旨
説
明

水
谷
隆
之

基
調
講
演

「
後
陽
成
天
皇
歌
壇
の
展
開
―
―
十
七
世
紀
学
芸
の
始
発
」

鈴
木
健
一
（
学
習
院
大
学
）

講
師
紹
介：

水
谷
隆
之

「
日
韓
固
有
文
字
の
発
明
と
文
学
―
―
朝
鮮
通
信
使
の
視
点
」

金
鍾
徳
（
韓
国
外
国
語
大
学
校
）

講
師
紹
介：

小
嶋
菜
温
子

「
仮
名
草
子
の
時
代
―
―
ア
ジ
ア
へ
の
視
座
」

渡
辺
憲
司
（
自
由
学
園
最
高
学
部
長
・
立
教
大
学
名
誉
教
授
）

講
師
紹
介：

加
藤

睦

挨
拶

沖
森
卓
也

第
二
日シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
移
行
期
と
し
て
の
十
七
世
紀
―
―
解
釈
と
再
編
の
動
態
」

司
会：

鈴
木

彰

研
究
発
表

「『
徒
然
草
』
の
流
行
と
そ
の
背
景

―
―
ポ
ス
ト
中
世
と
し
て
の
十
七
世
紀
」

川
平
敏
文
（
九
州
大
学
）

「
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
〈
源
平
合
戦
〉
と
十
七
世
紀
社
会

―
―
絵
入
り
版
本
を
中
心
に
―
―
」

出
口
久
徳
（
立
教
新
座
中
学
校
・
高
等
学
校
）

「
山
海
異
物
の
十
七
世
紀
」
齋
藤
真
麻
理
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）

コ
メ
ン
ト

原

克
昭
（
立
教
大
学
）

マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ
エ
ク
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
、
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国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
外
国
人
研
究
員
）

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン

「
異
化
さ
れ
る
十
七
世
紀
―
―
当
代
の
古
典
」

司
会：

水
谷
隆
之

研
究
発
表

「
幽
山
『
誹
枕
』
の
試
み
」

稲
葉
有
祐
（
立
教
大
学
兼
任
講
師
）

「
西
鶴
と
『
源
氏
物
語
』
の
関
係
」

ダ
ニ
エ
ル
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
（
パ
リ
・
デ
ィ
ド
ロ
大
学
）

「
経
済
小
説
の
始
原
と
し
て
の
『
本
朝
二
十
不
孝
』『
日
本
永
代
蔵
』」

染
谷
智
幸
（
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
）

コ
メ
ン
ト

佐
伯
孝
弘
（
清
泉
女
子
大
学
）

鈴
木
裕
子
（
駒
澤
大
学
）

全
体
討
論

司
会；
鈴
木

彰
・
水
谷
隆
之

閉
会
挨
拶

小
嶋
菜
温
子

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
十
七
世
紀
の
人
や
言
説
・
文
物
・
知
が
、
地

域
や
時
代
や
作
品
を
こ
え
て
環
流
／
貫
流
す
る
様
相
を
多
角
的
に
掘
り
起
こ

し
、
当
該
期
の
日
本
に
育
ま
れ
て
い
た
、
文
学
を
め
ぐ
る
環
境
や
状
況
に
光

を
当
て
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
文
学
研
究
の
可
能
性
を
探
ろ
う
と
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。
副
題
に
「
十
七
世
紀
の
文
学
圏
」
と
掲
げ
た
が
、
そ
れ
は
、

古
代
・
中
世
に
生
み
出
さ
れ
た
文
学
が
十
七
世
紀
に
い
か
な
る
局
面
を
迎
え

た
の
か
と
か
、
中
国
や
朝
鮮
と
の
交
流
が
当
該
期
の
日
本
内
外
の
文
学
的
状

況
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
を
含
め
て
、
日
本
文
学
の

あ
り
よ
う
を
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
意
図
を
込
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。

講
師
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
に
は
、
現
在
、
各
分
野
・
領
域
の
研
究
を
牽
引

し
て
い
る
方
々
を
お
招
き

し
た
。
こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ

の
話
を
紹
介
す
る
だ
け
の

紙
幅
の
余
裕
は
な
い
が
、

基
調
講
演
・
研
究
発
表
・

コ
メ
ン
ト
の
い
ず
れ
も
が

す
ぐ
れ
た
問
題
提
起
力
を

備
え
て
お
り
、
全
体
討
論

に
至
る
ま
で
、
密
度
の
濃

い
や
り
と
り
が
交
わ
さ
れ

続
け
た
。
と
く
に
国
際
交

流
と
い
う
面
で
、
立
教
大

学
の
海
外
協
定
校
で
あ
る

韓
国
外
国
語
大
学
校
か
ら

金
鍾
徳
教
授
に
、
パ
リ
・

デ
ィ
ド
ロ
大
学
か
ら
ダ
ニ

エ
ル
・
ス
ト
リ
ュ
ー
ヴ
教

授
、
マ
テ
ィ
ア
ス
・
ハ
イ

エ
ク
准
教
授
に
ご
参
加
い

た
だ
い
た
こ
と
で
、
全
体
テ
ー
マ
に
関
す
る
視
野
が
広
が
り
、
議
論
に
も
奥

行
き
が
加
わ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
講
師
・
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
各
位
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

ま
た
、
二
日
間
の
運
営
に
快
く
協
力
し
て
く
れ
た
学
生
・
院
生
の
み
な
さ
ん

に
も
感
謝
し
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
後
、
当
日
の
内
容
を
も
と
に
し
た
論
集

を
編
む
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
文
責
・
鈴
木

彰
）
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